
事例報告

南信州定住自立圏について

H22.8.30(月)

定住自立圏構想推進セミナーｉｎ富山

長野県 飯田市

資料３



飯田市 南信州

○面積 658.76 ㎞2 1,929.19 ㎞2

経営耕地総面積 2,034 ha(H18) 5,582 ha(H18)

○人口 105,691人 170,577人
高齢化率 28.1% 29.5%

○世帯数 37,579世帯 58,477世帯
総農家数 5,349(H18) 12,358(H18)

○標高（市役所） 499.02ｍ

農地は350ｍから1,000ｍ

○気象 平均気温 13.3℃

年間降水量 1,622.5mm
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〔平成21年10月1日現在〕



飯田市 下伊那郡 圏域全体 備考

面積 658.76k㎡ 1270.43k㎡ 1929.19k㎡ H21.10.1

人口
105,691人
（62％）

64,886人
（38％）

170,577人 H21.10.1

農業
農業産出額

113億円余

（45％）

139億円余

(55％)
252億円余 H19年度

製造業
年間製造品出荷額

2,720億円余

（69％）

1,212億円余

（31％）

3,932億円余 H19年度

卸売業
年間商品販売額

1,210億円余

（83％）

246億円余

（17％）

1,456億円余 H19年度

小売業
年間商品販売額

1,358億円余

（74％）

467億円余

（26％）

1,820億円余 H19年度
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南信州圏域の概要（人口等）



総人口の推移
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市町村名 H7 H12 H17

飯田市 110,204 110,589 108,624

松川町 13,617 14,070 14,117

高森町 12,252 12,528 12,976

阿南町 6,565 6,232 5,972

清内路村 889 781 777

阿智村 6,909 6,976 6,771

平谷村 660 712 688

根羽村 1,522 1,380 1,253

下條村 4,004 4,075 4,210

売木村 756 741 735

天龍村 2,445 2,239 2,002

泰阜村 2,270 2,237 2,062

喬木村 7,111 7,089 6,912

豊丘村 7,169 7,221 7,068

大鹿村 1,641 1,522 1,356

計 178,014 178,392 175,523

14才以下人口の推移
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生産年齢人口の推移

108.7

105.9

101.2

90

95

100

105

110

H7 H12 H17

千
人

６５才以上人口の推移
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南信州圏域の人口動向
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１ 生活機能の強化
○ 救急医療体制の確保
○ 産科医療体制の確保
○ 大規模災害医療救護体制の整備
○ 圏域健康計画の策定
○ 地場産業センターの運営等
○ 鳥獣害防止総合対策
○ 地域ぐるみによる環境関連活動

２ 結びつきやネットワークの強化
○ 地域公共交通ネットワークの構築
○ 地域情報共有システムの構築
○ にぎわい拠点の整備

３ 圏域マネジメント能力の強化
○ 圏域外の専門家の招へい
○ 合同研修など

定住自立圏 形成協定の内容
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経費負担等（共同）

医療分野の取組（救急医療体制の確保）

飯田市 周辺13町村

住民
６．５万人

役場

市立病院
（救命救急センター）

病院（輪番制）

医療関係者（医師会、歯科医師会、薬剤師会等）

運営

設置
開業医･病院（在宅当番医制）

利 用 利 用

休日夜間
急患

診療所

市民
１０．７万人

市役所
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※休日昼間のみ

運営：飯伊地区包括医療協議会

約４３百万円／年



産科医療体制の確保

飯田市立病院

地域周産期母子医療センター

健診・分娩

分娩施設の整備
助産師外来の充実

ハイリスク分娩

Ｅ 病院

健診
Ａ 病院

健診

Ｂ 医院

健診・分娩 C 医院

健診

Ｄ 医院

健診・分娩

セミオープンシステム

共通カルテ

市立病院の分娩体制の充実

医師の招へい

市民の協力

産科・婦人科

【役割分担と連携】平成18年２月から

①妊娠32週までの健診等を診療所が担
い、以降分娩までを市立病院及び２つ
の診療所が役割分担して担う。

【助産師外来】平成20年４月から充実

②市立病院において健診から分娩までを
担う場合・・・増加する妊婦健診に対応す
るため、助産師外来による健診を充実。

産科・婦人科産科・婦人科

産科・婦人科

連携

平成２０年度

～ 分娩を取扱う医療機関が減少する中で ～
～ 地域の連携により産科医療を守る ～

産科・婦人科

定住自立圏
協定項目

産科問題懇談会

包括医療協議会・医師会・行政
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主要病院名
病 床 数 診療支援の状況

（平成21年度）一般 療養 精神 感染 計

飯田市立病院 403 0 0 4 407

長野県立阿南病院 93 0 46 0 139
脳外科 （1回/４週）

乳腺外科 （1回/隔週）

病理 （1回/隔週）

飯田病院 212 0 240 0 452 消化器内科 （1回/週）

外科 （1回/週）

輝山会記念病院 52 147 0 0 199 －

健和会病院 127 72 0 0 199 麻酔科 （1回/隔週）

瀬口脳神経外科病院 66 0 0 0 66 －

下伊那赤十字病院 66 46 0 0 112 腎臓内科 （1回/隔週）

下伊那厚生病院 50 49 0 0 99 麻酔科 （1回/月）

飯田市立病院医師の圏域他病院への診療支援
協定外
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※ 飯田病院から飯田市立病院への診療支援 精神科医 （1回/週）



当地域の高齢化
が進む中

急性期病院

療養型病院

介護施設
or 在宅復帰

この仕組みを地域
全体で補完しあう
ことが重要。

飯田市立病院／飯田病院／健和会病院
公開用サーバ設置病院

輝山会記念病院／瀬口脳神経外科病院
平成21年度にハード整備

地域連携を進め
るためのIT基盤
整備

飯田下伊那診療情報連携システム協定外
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飯伊地域地場産業振興センター
～地域のものづくりの明日を拓く中心組織として～

ものづくりの拠点
～飯田独自の事業展開～

◆地域産業振興事業
◆産業技術大学
◆ﾋﾞｼﾞﾈｽﾈｯﾄﾜｰｸ支援ｾﾝﾀｰ
◆工業技術ｾﾝﾀｰ（各種試験・技術相談）
◆ＥＭＣｾﾝﾀｰ（電磁波防止技術関連）
◆環境技術開発センター（インキュべーション関連）
◆地場産品紹介、販売

信州大学

明治大学

長野高専

諏訪東京理科大学

長野県総合技術センター

飯田信用金庫

八十二銀行

浜松商工会議所

豊橋商工会議所

大学・公設試験機関

金融機関

飯田商工会議所

商工会連合会

支援機関

三遠南信ネットワーク

精密機械工業系 １３０社

電気・電子工業系 ３０社

食品産業系 １６０社

伝統産業（水引他） ４０社

域
外
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る

テーマ別

食農 サイエンス・クリエイト（愛知）

航空 中部航空宇宙技術センター（愛知）

まんてんプロジェクト（神奈川）

ウィングウィン（岡山）、ＯＷＯ（大阪）

しんきんシンクタンク

企業ＯＢ

シンクタンク

長野県

飯田市、周辺13町村

自治体

主な企業群

資金
人材

9

定住自立圏
協定項目

圏域産業の中核的な支援機関である地場産業振興センターの施設及び人材を充実させ、圏域
内の企業に対し人材育成、新事業展開、新規創業等の支援を行うことにより、企業の経営及び
技術の革新並びに産業クラスターの形成を目指します。



ﾋﾞｼﾞﾈｽﾈｯﾄﾜｰｸ支援ｾﾝﾀｰ登録企業ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ

ＮＥＳＵＣｰＩＩＤＡ
【ﾈｽｸ－ｲｲﾀﾞ】

南信州下伊那共同受発注ｸﾞﾙｰﾌﾟ

（登録企業･･･５６社）

●第３セクターで共同受注窓口として、
飯田下伊那地域企業のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
を行っています。

●精密・電子・光学などの様々な業種、
試作品から量産物まで幅広いニーズ
に対応しています。

●地域内のネットワーク連携で新しい
分野への取り組みを行っています。

ＮＥＳＵＣ－ＩＩＤＡの中から

１８社により省電力・小型化・低価格の

２機種の開発・製造に成功

ＬＥＤ
防犯灯の開発

【ステップ１】
平成２１年度
飯田市内にある
６,０００基の内
３.０００基をＬＥＤ化

【ステップ３】
環境モデル都市を
はじめ他の自治体
への製品紹介並びに
販売促進を実施

バックアップ

10

｢飯田｣発 ｢全国｣へ
LED防犯灯開発プロジェクト

飯田市
（環境モデル

都市）

産官協働による環境産業のダイナミズム創発を目指して

【ステップ２】
周辺13町村への
製品紹介並びに
販売促進を実施

飯伊地域地場産業
振興センター
（地域産業の活性化）



新規高卒者等の地元就職促進のため、新規高卒者等を雇用した事業者
に対し奨励金を交付する（H22年度）

緊急雇用奨励補助金 （飯田市・周辺町村）

趣旨

高校生の就職希望者約350人に対し
求人は200人（H20の求人460人）
（H21.7月末）

背景
【名目】 新規採用者の研修費用として

【仕組み】 採用一人あたり50万円を交付

【負担割合】 事業所の住所地と本人の

住所地が異なる場合は折半

事業の内容

北 部 東 部 中 部 南 部
89.1% 85.1% 87.8% 95.5%

新規高等学校卒業者の就職内定率 平成２２年２月末日

協定外

県平均 90.3%
南信州圏域

95.1%
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地域公共交通ネットワークの現況

定住自立圏
協定項目



・メールアドレスを登録した利用者に、火災情報や行政情報を配信する。
個別利用として小中学校、幼・保育園の連絡用、市町村職員への連絡、消防職員への連絡手段として利用する。

＜運用チャネル＞
○行政情報 …行政情報（「気象・災害・地震」、「事件・事故・犯罪」、「不審者」、「行政一般」選択、居住地区入力）

…火災情報（市町村選択可）
○小中学校、幼・保育園 …行事等連絡用、不審者情報等の配信(学校、園毎）
○消防関係 …消防団員、消防職員向けメール配信(団毎）
○内部連絡 …市町村職員向けメール配信(市町村毎)
＜運営経費＞

「安心・安全メール」配信システムのイメージ

メール配信サーバー

送信データの入力
配信メールの選択

メールアドレスの登録

メール送信

消防・行政職員
学校職員 利用者携帯電話

パソコン

地域情報共有システムの構築
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登録メールアドレス数 月額 （年額換算）※税抜き

～10,000 70千円 （840千円）

～20,000 120千円（1,440千円）

～30,000 160千円（1,920千円）

～40,000 195千円（2,340千円）

定住自立圏
協定項目

・
・
・

・
・
・



クラブ・サークル

NPO・ボランティア
地域づくり

まちづくり委員会

情報連携

情報配信

新着情報・連絡メール

地域コミュニティサイト(14市町村)各種団体

地域コミュニティサイト及びケーブルテレビ・データ放送のイメージ

地域のお知らせ
活動情報など

情報発信

ケーブルテレビ・データ放送
（飯田市・喬木村）

行政情報 観光情報 小中学校 地域ニュース

既存のホームページコンテンツ

地域のお知らせ
活動情報など

定住自立圏
協定項目

会員登録
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地域コミュニティサイト（１４市町村）

ケーブルテレビ・データ放送（飯田市・喬木村）

・各種団体が、手軽にインターネット上の情報発信を可能に。
・入力情報は、ケーブルテレビのデータ放送（飯田市及び喬木村、下記参照）にも公開。
・入力情報の閲覧を会員団体のメンバーに限定することも可能。
・財源：広告収入、会員団体負担金、市町村負担金

・ケーブルテレビのデジタル１２チャンネルを利用して、映像及び文字情報を同時に放送。
（専用チューナーは不要。データ放送対応のデジタルテレビで視聴可能。 ）
・配信情報
①お知らせ（市役所（役場）からのお知らせ）
②暮らしの情報（リサイクルカレンダー、休日当番医、お悔やみ情報、各種相談窓口案内）
③緊急情報（「安心・安全メール」で配信される火災情報、行政情報）
④コミュニティ情報（「地域コミュニティサイト」の掲載情報のうち、南信州全体を対象とした情報）
⑤お知らせポスト（ 「地域コミュニティサイト」の掲載情報のうち、配信先（飯田市、喬木村等）を
指定された情報）

⑥その他
・財源：構築経費‥国庫補助金を除いた一般財源分を、２市村で均等負担

運営経費‥経費の性格ごとに、加入世帯比や均等により積み上げて、２市村で負担
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